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＜大阪市の水利権更新の実態＞ 

水需要の精査確認なくして水利権転用の是非が判断できるのか？ 
委員 千代延明憲 

 
 委員会は、川上ダムの利水容量の代替案として、大阪市上水を伊賀市水道用水へ転用すること、

およびダム長寿命化容量の確保については大阪市が高山ダムに持つ貯留権の活用で対応する、こ

とを強く要請してきた。 
しかし河川管理者は、伊賀市水道用水について、①「近年の少雨化傾向により供給実力は大き

く低下している。従って見掛けは水余りのようでも淀川下流では供給能力と需要はバランスして

いる。今水資源開発すること無しに上流で水を取ることになれば、下流の利水安全度が損なわれ

る。」②「大阪市は市民の大切な財産である水利権は引き続き保有したい意向である。」として、

川上ダムにおける伊賀市水道用水の開発は必要としている。 
利水安全度の低下については、二次委員会の水需要管理部会検討会第６回＜H18.10.10> 第７

回＜H18.10.31＞での審議は尽くされていなかったし、三次委員会では全く審議されていない。

大阪市が青蓮寺ダムで開発した水の転用問題が、何故淀川下流の水需給バランスの問題にすり代

わるかについても審議されていない。加えて、水需給のバランスを主張する根拠に、一日 大取

水量を使うことも問題である。 
一方で、大阪市の 新の水需要予測はどうなっているか？河川管理者に水利権更新時に必ず提

出されるはずの水需要予測を資料請求した。結果は次の通りである。 
 
大阪市上水の 近の水利権更新の実態 
申請日     許可日      許可期限                        

 H4.1.6  →  H4.3.31  ～  H14.3.31   使用水量及びその根拠の提出あり 
 H13.6.11 →  H13.10 .29 ～  H15.6.30      使用水量及びその根拠の提出なし 
 H15.5.30 →  H17.1.21  ～   H18.3.31    同 上   
 H18.2.27 →  H18.10.30 ～  H20.3.31    同 上 
 
このように平成４年１月の水利権更新申請時に、平成 3 年から平成 13 年の水需要予測（別添参

照）が提出されて以降、平成 13 年から今日まで提出されていない。結果的には水利権量の変更な

しに小刻みに水利権の更新が行われている実態が判明した。 
大阪市の 近 20 年間の取水実績の推移と上述の水需要予測を取水ベースで示したのが次のグ

ラフである。このように予測と実績がおおきく乖離しているにもかかわらず、その原因究明を怠

って、なぜ、小刻みに同じ量の水利権が暫定的に更新されているのか、説明を求めたい。 
なお、付言すると、河川管理者が水需要の精査確認を行わない状況で、「大阪市は水利権の一部

でも転用に応じる意向がない」という利水者側の理由で、川上ダムにおける伊賀市水道用水の開

発は必要と判断していることはあまりに杜撰である。 
河川管理者には本来の水利行政に立ち返って、改めて判断いただきたい。 
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大阪市上水 １日最大取水量 予測と実績

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18

予測 実績

単位：千 m3 
年度 予測 実績 差
H3 2,194 1,941 253
H4 2,233 1,972 261
H5 2,268 1,904 364
H6 2,303 1,936 367
H7 2,345 1,837 508
H8 2,380 1,890 490
H9 2,471 1,973 498
H10 2,513 1,862 651
H11 2,550 1,750 800
H12 2,588 1,808 780
H13 2,681 1,801 880
H14   1,739   
H15   1,717   
H16   1,665   
H17   1,596   
H18   1,593   

 
 
 
【参 考】 
大阪市の工業用水についても、臨海工水の問題が解決されていないという理由で 

次の通り小刻みかつ暫定的に水利権の許可が与えられている。 
 
大阪市工業用水の 近の水利権更新の実態 
 申請日     許可日    許可期限 
 H5.3.25  →  H5.3.31 ～  H12.3.31  H4 年～H13 年の使用水量予測あり 
 H12.3.27  →  H13.7.24 ～  H14.3.31  使用水量予測なし 
  H14.2.22 →  H14.7.31 ～  H15.3.31   同 上 
  H15.2.21 →  H15.8.5  ～  H16.3.31   同 上 
  H15.8.26 →  H15.10.22 ～ H16.7.15   同 上 
 H16.2.16 →  H16.4.26  ～ H17.3.31   同 上 
  H17.2.28  →  H17.11.16 ～  H19.3.31   同 上 
 
 H4年～H13年の使用水量予測では、H13年の一日 大取水量は306,000m3/日となっているが、

同年の実績は 134,000m3/日で対予測では数量で 172,000m3/日減少、率にして 56％減少と非常に

大きな乖離が生じている。 
 それにも係わらず、河川管理者はその後の需要の精査確認をしないまま現在に至っている。 
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                                  以 上   
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